
現在の状況（技術、体制、設備等） 

本センターでは平成 14年にも同様の検査を行っており、情報や経験の蓄積が進んだ。 

今後の課題・問題点 

食中毒の場合、毒性データが定量的に明らかでないものは、定量下限値をどの位に設定

するのが適当であるか判断が難しく、検討の必要性がある。 
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試験方法のフロー及び分析条件 

 試料 2g 

メタノール 20mL

ホモジナイズ メタノール 20mL

 遠心分離 （3000rpm、5min） 

 残渣 

 減圧濃縮 

水 20mL に溶解、ろ過(0.45μm) 

 Sep pack C18 

  洗浄 水 10mL×2 

溶出 CH3CN：水＝2:8  10mL 

 濃縮・乾固 

CH3CN：水＝2:8  1mL 

 試験溶液 

 LC/MS 

カラム：Mighty Sil RP-18PA  2.0mm×150mm, 粒径 5μm

移動相：5mM 酢酸アンモニウム－アセトニトリル(84:16)

カラム温度：40℃、流速：0.2mL/min、注入量：5μL

質量分析器：Waters  ZQ4000、コーン電圧：40V

モニターイオン：α－アマニチン m/z：919、ファロイジン m/z：789
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